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研究成果の概要（和文）：本研究は大きく2つの研究で構成され，研究1ではネガティブな話題を長い時間考える
ことで注意の範囲が狭くなることが示された。研究2ではネガティブ気分を誘導した後に注意の範囲を狭める操
作を行うことで反すうが悪化することが示された。
また，本研究を遂行するにあたり，患者報告式アウトカム尺度（PROM）の信頼性と妥当性およびPROM研究のバイ
アスのリスクを評価する必要性が考えられた。そのため，国際的なガイドラインであるCOSMINのリスクチェック
リストの翻訳と，COSMINの方法論に基づくPROMの評価に関するレビュー論文を作成した。

研究成果の概要（英文）：This study mainly consisted of two studies. Study 1 showed that thinking 
about negative topics for a long time narrowed the range of attention. Study 2 showed that after 
inducing a negative mood, a manipulation that narrowing the range of attention worsened rumination.
In addition, the reliability and validity of the Patient-Reported Outcome Measures (PROM) and the 
risk of bias in PROM studies needed to be assessed before conducting this study. Therefore, we 
translated the COSMIN risk of bias checklist , an international guideline, and prepared a review 
article on the evaluation of PROMs based on COSMIN methodology.

研究分野： 臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果から，反すうと認知的情報処理の１つである注意の範囲は双方向の因果関係が成立することで反す
うが持続することが示唆された。これは，近年注目されている反すうの注意の範囲モデルを支持する知見である
ことから，このモデルの基礎的知見を提供した点でも意義があると考えられる。
また，患者報告式アウトカム尺度（PROM）のバイアスのリスクを評価するチェックリストの翻訳を現在進めてお
り，また，COSMINの方法論に基づくPROMのレビュー論文を作成した。これにより，PROMの信頼性と妥当性につい
て質の高い批判的吟味を行うことが可能になり，PROMを用いる研究全般の質の担保につながると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
反すうとは，苦痛な症状やその原因・意味・結果について繰り返し考え込んでしまうことと定

義され，抑うつの維持・悪化要因であることが指摘されている（Nolen-Hoeksema et al., 2008）。
近年，反すうの維持や悪化を説明するモデルとして，注意の範囲モデルがある（Whitmer & 
Gotlib, 2013）。このモデルでは，ネガティブな話題を繰り返し考えることで注意の範囲が狭く
なり，情報の取り入れ定された思考が繰り返し生じ，反すうが持続すると説明される。 
しかしながら，従来の研究には以下の３つの問題点があると考えられた。第１に，従来の反す

うと注意の範囲に関する研究は，反すうを特性と捉えた横断研究の結果に基づいているため，反
すうと注意の範囲の因果関係は明確にされていない。第２に，従来の反すう操作の手続き
（Nolen-Hoeksema & Morrow, 1993）では，思考内容の感情価のみが操作されており，思考時
間は検討されていない。第３に，ネガティブ気分下で注意の範囲が狭まることで反すうが悪化す
るという過程は検討されていない。 
 
２． 研究の目的 
 上記の問題点をふまえて，本研究では注意の範囲に基づく反すうの持続過程を検討した。本研
究は２つの研究で構成され，研究１では，反すうの構成要素である思考の感情価と思考時間を操
作したうえで，反すうによる注意の範囲の差異を検討した。研究２では，ネガティブ気分を誘導
した後に注意の範囲を操作することで，ネガティブ気分下での注意の範囲による反すうの差異
を検討した。 
 また，本研究を遂行するにあたり，患者報告式アウトカム尺度（PROM）の信頼性と妥当性お
よび PROM 研究のバイアスのリスクを評価する必要性が考えられた。そのため，PROM 研究に
関する国際的なガイドラインである COSMIN の原著者から許可を得て，COSMIN バイアスの
リスクチェックリストの翻訳を行い，COSMIN の方法論に基づく PROM の評価に関するナラ
ティブレビューを行った。 
 
３．研究の方法 
３―１．研究１ 
 研究１では，18 歳以上の大学生と大学院生 68 名を対象に，自己記述式尺度の測定・反すう操
作・注意の範囲を検討する課題として Attentional Breadth Task（Bosmans et al., 2009）を一
部修正して実施した。Attentional Breadth Task では，ターゲットが近条件の正反応率と遠条
件の正反応率の差分値を Attentional Narrowing Index（ANI）として算出した。分析計画とし
て，思考の感情価（ネガティブ，ニュートラル）と思考時間（６分間，１分間）を独立変数，ANI
を従属変数とした２要因分散分析を行った。 
３－２．研究２ 
 研究２では，18 歳以上の大学生と大学院生 42 名を対象に，自己記述式尺度の測定・ネガティ
ブ気分誘導・注意の範囲の操作を実施した。分析計画として，注意の範囲（狭条件・広条件）と
注意の範囲の操作時期（操作前，操作後）を独立変数，状態反すうを従属変数とした２要因分散
分析を行った。 
３－３．COSMIN バイアスのリスクチェックリストの翻訳および COSMIN の方法論に基づく PROM
の評価に関するナラティブレビュー 
 COSMIN バイアスのリスクチェックリストの翻訳は，PROM 研究に関する国際的なガイドラ
インである COSMIN の原著者の１人から許可を得て実施された。また，COSMIN の方法論に
基づく PROM の評価に関するナラティブレビューは，バイアスのリスク，GRADE アプローチ，
良い測定特性の基準，コアアウトカムセットと内容的妥当性のガイドラインをキーワードとし
て，関連する先行研究とガイドラインのナラティブレビューを行った。 
 
４．研究成果 
４―１．研究１ 
 研究１の結果から，ネガティブな話題を長く考える操作を行うと状態反すうが悪化すること
が示され，実験操作の妥当性が確認された。この研究成果は日本健康心理学会第 32 回大会で発
表され，大会優秀発表賞（若手奨励部門）を受賞した。また，ネガティブな話題を長く考えると，
注意の範囲が狭くなることが示された（Figure 1）。これらの結果は，査読有の学術誌である
Journal of Health Psychology Research で公表された。 
４－２．研究２ 
 研究２の結果から，ネガティブ気分誘導後の注意の範囲の操作は妥当であったことが確認さ
れた。そのうえで，注意の範囲を狭める操作を行うと状態反すうが悪化する可能性が示された
（Figure 2）。この研究成果は日本心理学会第 84 回大会で発表され，公益社団法人日本心理学会
学術大会優秀発表賞を受賞した。また，この研究成果は査読有の学術雑誌に投稿を予定している。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 1 思考の感情価と思考時間による注意の範囲の差異 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 2 ネガティブ気分誘導後の注意の範囲の操作による状態反すうの差異 
 
４―３．COSMIN バイアスのリスクチェックリストの翻訳および COSMIN の方法論に基づく PROM
の評価に関するナラティブレビュー 

COSMIN バイアスのリスクチェックリストの翻訳は，COSMIN の原著者とやり取りを行い，
翻訳内容やその他の疑問点を確認しながら日本語版の作成を進めている。また，COSMIN の方
法論に基づく PROM の評価に関するナラティブレビューは執筆が完成し，現在査読有の学術誌
に投稿中である。 
４－４．総合考察 
 本研究の結果から，反すうと認知的情報処理の１つである注意の範囲は双方向の因果関係が
成立することで反すうが持続することが示唆された。これは，反すうの注意の範囲モデルを支持
する知見であることから，このモデルの基礎的知見を提供した点でも意義があると考えられる。 
また，PROM のバイアスのリスクを評価するチェックリストの翻訳を現在進めており，

COSMIN の方法論に基づく PROM のレビュー論文を作成した。これにより，PROM の信頼性
と妥当性について質の高い批判的吟味を行うことが可能になり，PROM を用いる研究全般の質
の担保につながると考えられる。 
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